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学びに困り感を抱えた大学生に対する
「学習支援のための説明」−教員の説明と学習者の説明−

学習支援の観点に立った説明のあり方とは？
� 立命館大学総合心理学部　山本　博樹

大学の教員は授業の理解がしやすいように教え方を工夫しています。そして、各種調査がこれを裏付けていま
す。ところが、それでも大学生の 3 割から 4 割程度が授業理解に苦戦しているという実態があります （国立教育
政策研究所 , 2016）。こうした大学生ほど教員に質問したり勉強の仕方を相談したりしないことも併せて明らか
になっているため、困り感を抱く大学生の理解状態やその先の結末は見過ごされやすいと推察されます。従来、
教育心理学の研究から、小中高生の理解不振が学習不適応や学習不振をもたらし、退学にまで発展していくとい
うルートが示されてきましたが、大学生でも危惧されるところとなります。このルートを進行させない方策はあ
るのでしょうか。

可能性の一つは授業適応仮説にあると考えます。この仮説では授業の大部分が説明で構成されている点に着目
し、学習者と説明との間に生じる不調和が理解不振の形で発生し、学習適応や学業達成の規定因になると考えます。
大学の授業では小中高に比べて確かに説明への依存度が高いので、この仮説の説得力が増すのです。教師の提供
する口頭説明はもちろんのこと、学習者同士の相互説明や、さらには教科書や教材の説明文など、確かに説明に
よって授業が構成されていると言っても過言ではありません。ならば、大学生の理解を促進するように説明を改
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善すればよいことになります。もとより「説明」(explain) は「明らかにする」ことを意味するわけですから、
学習支援の観点に立って、学習者の抱える「明らかでない状態」を「明らかな状態」に転じるように支援
して説明すれば問題は氷解するはずなのですが、教員が理解支援に踏み込むことは容易ではないようです。

そこで、今回のフォーラムは学習支援の観点に立った説明観に立って、「本当の説明」のあり方を検討す
るために企画されました。理論・実証・実践の観点から積み上げられた成果を共有し、教員の授業実践力
のさらなる向上を図るために、２人の登壇者に話題提供をご依頼しました。市川伸一先生には認知カウン
セリングや「教えて考えさせる授業」の実践に基づいて「教員の説明」と「学習者の説明」の役割とそれ
らの相互関係を提示いただきました。また、伊藤貴昭先生には実証研究に基づいて「学習者の説明」がも
たらす理解促進効果のメカニズムを解説いただきました。先進的な実践と緻密な実証に基づく研究発表か
ら、学びに困り感を抱えた大学生に対する「学習支援のための説明」のあり方が議論され、これが「本当
の説明」の実践につながることを期待してやみません。

〈参考文献〉
国立教育政策研究所「大学生の学習実態に関する調査研究について （概要）」

（https://www.nier.go.jp/05_kenkyu_seika/pdf06/gakusei_chousa_gaiyou.pdf, 2023.10.16）

学習を促す教師の説明と学習者自身の説明
～個別指導と授業実践から～
� 東京大学名誉教授／帝京大学中学校・高等学校校長　市川　伸一

学習につまずいて不適応感を抱いている人に対する個別的な面談と指導を、認知心理学者の実践的基盤と
してはどうかと考えたのは 1980 年代の半ば頃であった。通常の心理カウンセリングは、人間の知情意でい
えば情意の問題を扱うが、これは学習、理解、問題解決といった認知的な問題を扱うことから「認知カウン
セリング」と名づけた。はじめは、自分の大学で、統計学やプログラミングがわからないという学生を対象
に行っていたが、組織的な活動として行うようになったのは、1989 年に地域の小・中・高校生向けの学習
相談室を設置したときからである。

個別学習指導というと、教師が個々の生徒に応じた説明をしたり問題を出したりすることと思われがちで
ある。確かにそれは大事なことだが、認知カウンセリングは学習者がどこで、なぜつまずいているのかとい
う理解状態をつかむことをまず考える。そのための有効な方法が、学習者自身に説明をしてもらうことであ
る。学習者の語りを通して、さまざまな誤解や普段の学習方法の問題などが見えてくる。また、学習者自身も、
説明がうまくできないことで、自分の理解状態を自覚し、調べ直す、考え直す、質問するなどして改善を図
ろうとする。

予習の推奨 教科書を予習して概略をつかみ、疑問をもって授業に出るよう促す。

自己診断 教科書やノートのどこがわからないか、なぜわからないかを考えさせる。

診断的質問 どこまでわかっているかを試すための質問をして、理解状態を探る。

仮想的教示 用語（概念）や手続きを、それを知らない人に教えるつもりで説明させる。

定義と事例 他者に説明するときには、一般的な定義と具体的事例をあげるようにする。

索引の活用 用語がうまく説明できないときは、教科書の索引を引いて確認させる。

比喩的説明 比喩によるわかりやすい説明と、それによる誤解を把握しておく。

図式的説明 図式化して説明したら、学習者にも同様の説明を求める。

解法の説明 学習者が問題を解いたら、正誤に関わらず考えた過程を説明させる。

教訓帰納 間違いや解けなかった理由を考え、教訓を引き出すことを促す。

表 1 は、認知カウンセリングでの基本的教授技法の例であるが、学習者に説明を求めることが重要なポイ
ントになっており、これらがいずれ学習者に内化されて、説明を取り入れた学習方法をとるようになること
を期待している。それを一斉授業の中でも行うようにしたのが、「教えて考えさせる授業（OKJ）」である。「教
える」というのは教師が説明することだが、そのあとに、「理解確認」として、ペアや小グループになって、

表１　認知カウンセリングにおける基本的教授技法の例（市川，2023）
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用語や解法をお互いに説明する活動を入れる。その上で、「理解深化」としていわゆる協働的問題解決場面
があり、授業の最後には、わかったことやまだよくわからないことを記述する「自己評価」を行うが、これ
もまた、自分の理解状態についての説明といえる。（市川 , 2020）

「正しいことを正しく教えたからといって、学習者が正しく理解できるとは限らない」というのが認知心
理学の基本的発想である。と言うと、「テスト問題を解かせてみればいいではないか」と言われるのだが、
解答の背後にある理解状態をとらえるカギが学習者自身の説明である。また、学習者自身が、自分の知りえ
たことや考えたことを説明することは、それ自体が重要なコミュニケーション能力でもある。認知カウンセ
リングや OKJ が目標としている「深い理解」「メタ認知」「Input-Output バランス」というのは、けっし
て奇異なものではなく、むしろ教科や学問を越えた学習の基本ではないかと思っている。

〈参考文献〉
市川伸一『「教えて考えさせる授業」を創る　アドバンス編』図書文化、2020 年。
市川伸一『これからの学力と学習支援－心理学から見た学び－』左右社、2023 年。

説明行為が引き起こす理解促進効果
～なぜ学習者にも説明が必要か～
� 明治大学文学部　伊藤　貴昭

私はこれまで認知心理学をベースとした「説明研究」をしてきました。「説明研究」と聞くと、多くの方が「ど
うすればわかりやすい説明ができるのか」、「そもそもわかりやすい説明とはどういう説明なのか」など、「わ
かりやすい説明」の要件について研究しているのだと理解されます。しかし、私の関心はむしろ「説明して
いる当の本人の中で何が生じているか」というところにあります。多くの方が経験されているように、何か
しら説明をしてみると、その内容について新しい見え方が見つかったり、内容に対してより理解が深まった
りということが起こります。それはなぜかというところを研究テーマとしています。

本フォーラムのテーマは「学びに困り感を抱えた大学生に対する『学習支援のための説明』」というもの
でした。そのため、本フォーラムにご参加の皆さんは、学びに困っている学生に先生が「どのような説明を
すればよいか」を期待していたかもしれません。ですが上記のように私の関心は説明者にありますので、結
論としては「学びに困り感を抱えた学習者にこそ説明をさせてみよう」ということになります。つまり、「説
明を、理解を深めるためのツールにしよう」ということです。では、なぜ説明をさせてみるとよいのでしょ
うか。以下にその仕組みを示したいと思います。

説明が理解を深めるということに注目した研究は、この 30 年くらいの間に数多く行われてきました。そ
の中で共通して指摘されるのが「説明が推論、精緻化、統合などを引き起こし、新たな知識が作り出される」
ということです。これを知識構成（小林 , 2020）と呼びます。つまり学習者に説明をさせてみると、学習
者の中で何かしらの知識構成が生じ、結果として理解の深まりにつながっていくということです。

もちろん、説明させればいつでもどこでも期待される結果が得られるわけではありません。たとえば私が
これまでにやった実験では、「説明を聞いてくれる相手がいるほうがよい（伊藤・垣花 , 2009）」や、「誰か
に教えるつもりで説明したほうがよい（伊藤・垣花 , 2019）」など、どのような状況・目的で説明させるの
が理解を深める効果が高いのかを検討しています。

ただし、上記のような実験的検討は、統計的に有意であることを根拠としているため、必ずしもすべての
学習者に有効とまではいえないという弱点も存在します。それを踏まえ、学習支援をする立場として留意し
ておくべきことを 2 点あげておきたいと思います。

1 点目は、知識構成できない学習者の存在です。説明させてみても、テキストなどをそのまま読み上げる
ような説明では理解は深まりません。このような学習者の存在を認識し、さらに説明活動を支援するために
は、先生自身が「説明のモデル」を示していくことも重要になってきます。

もう 1 点は、学習者の「わかった」を鵜呑みにしない姿勢です。冒頭で述べたように、説明は先生がする
ものという認識は根強いですし、学習者は先生の説明を聞くことで理解しようと考えます。「聞くことで理
解する」はもちろん学習の一歩として重要です。しかし、聞くことで本当に理解できているかについては、
慎重になる必要があります。最近、説明活動の前後で、説明者と聞き手に対して、学習材料の理解について
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自己評価してもらうという実験を行いました（伊藤 , 2022）。その結果、聞き手の自己評価のみが説明後に
高まることが示されました。それ自体は何も問題ないように見えますが、重要なのは聞き手のテスト得点が
説明者よりも低かったという点です。つまり、本人の「わかった」と感じている程度と実際の理解に乖離が
見られるということです。このように私たちは説明を聞くことで「わかった」という気持ちになりやすい傾
向にあります。だからこそ意識的に学習者に説明することの意義を強調していく必要があるのです。

〈参考文献〉
小林敬一「他の学習者に教えることによる学習はなぜ効果的なのか？」『教育心理学研究』68、2020 年、401-414 頁
伊藤貴昭・垣花真一郎「説明はなぜ話者自身の理解を促すか―聞き手の有無が与える影響」『教育心理学研究』57、2009 年、

86-98 頁
伊藤貴昭・垣花真一郎「説明状況の違いが説明者自身の理解促進効果に与える影響―相手に教授する状況と自分の理解を確認

する状況の比較」『教育心理学研究』67、2019 年、132-141 頁
伊藤貴昭「理解確認のための説明が説明者と聞き手の理解および自己評価に及ぼす影響」『日本教育工学会論文誌』46、2022 年、

313-324 頁

あとがきにかえて
� 立命館大学 生命科学部 教授 / 教育学修支援センター事務局長　木村　修平

2023 年度最初となる第 1 回教学実践フォーラムは「学びに困り感を抱えた大学生に対する『学習支援の
ための説明』」をテーマに ZOOM 上でオンライン開催され、市川伸一先生、伊藤貴昭先生、本学の山本博
樹先生にご登壇いただきました。学内外から約 60 名と多数のご参加をいただき、多くのご質問を頂戴しま
した。事務局長として心より御礼を申し上げます。先生方からは認知心理学に基づく教育心理学的観点から
それぞれお話をいただき、大変有意義な知見を参加者の皆様と共有することができました。私自身、授業を
担当する一教員として大変学ぶところの多いフォーラムとなりました。私は英語を教えていますが、恥ずか
しながら山本先生のお話で“explain”（説明する）という動詞が“ex+plain”＝“make it plain”（物事
をわかりやすくする）という成り立ちになっていることを初めて教えていただきました。市川先生のお話で
は、学習者が教わったことを説明することが理解の確認と深化に繋がることを、ご自身が実践してこられた
具体的な事例からお話いただきました。伊藤先生からは、説明行為が理解促進にどのように繋がるかを研究
事例から丁寧にご説明をいただきました。特に仮想的教示という説明行為については、私自身が授業中よく
学生に「自分の弟や妹に対するように説明してごらん」と英文法知識の理解度を確認しているため、膝を打
つ思いで拝聴しました。英語には“Teaching is learning twice.”（教えることは 2 倍の学び）という言い
回しがあります。ともすれば受け身になりがちな授業でも、教授内容を学生自身に説明してもらう機会を設
けることが学生だけでなく教師自身にとっても自らの授業の進め方を見直す重要な契機になることに気づか
せていただきました。改めて貴重な知見を共有していただきましたことに御礼を申し上げます。
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